
Symantec NetBackup™ アプ
ライアンスファイバーチャネル
ガイド

リリース 2.6.1

リリース 2.6.1.1

NetBackup 52xx、5330



マニュアルバージョン: 2.6.1.1

法的通知と登録商標

Copyright © 2015 Symantec Corporation. All rights reserved.

Symantec、Symantec ロゴ、チェックマークロゴ、NetBackup、および Veritas は、Symantec
Corporation またはその関連会社の米国およびその他の国における商標または登録商標です。 そ
の他の会社名、製品名は各社の登録商標または商標です。

このシマンテック製品には、サードパーティ (「サードパーティプログラム」) の所有物であることを示
す必要があるサードパーティソフトウェアが含まれている場合があります。サードパーティプログラム

の一部は、オープンソースまたはフリーソフトウェアライセンスで提供されます。本ソフトウェアに含ま

れる本使用許諾契約は、オープンソースまたはフリーソフトウェアライセンスでお客様が有する権利

または義務を変更しないものとします。サードパーティプログラムについて詳しくは、この文書のサー

ドパーティの商標登録の付属資料、またはこのシマンテック製品に含まれる TRIP ReadMe File を
参照してください。

本書に記載する製品は、使用、コピー、頒布、逆コンパイルおよびリバースエンジニアリングを制限

するライセンスに基づいて頒布されています。Symantec Corporation からの書面による許可なく本
書を複製することはできません。

Symantec Corporation が提供する技術文書は Symantec Corporation の著作物であり、Symantec
Corporation が保有するものです。保証の免責: 技術文書は現状有姿のままで提供され、Symantec
Corporation はその正確性や使用について何ら保証いたしません。技術文書またはこれに記載さ
れる情報はお客様の責任にてご使用ください。本書には、技術的な誤りやその他不正確な点を含

んでいる可能性があります。Symantec は事前の通知なく本書を変更する権利を留保します。

ライセンス対象ソフトウェアおよび資料は、FAR 12.212 の規定によって商業用コンピュータソフトウェ
アとみなされ、場合に応じて、FAR 52.227-19 「Commercial Computer Software - Restricted
Rights」、DFARS 227.7202 以下の 「Commercial Computer Software and Commercial Computer
Software Documentation」、その後継規制の規定により制限された権利の対象となり、シマンテッ
ク社による納品が内部設置型またはホスト型のサービスのいずれであるかは問いません。 米国政府
によるライセンス対象ソフトウェアおよび資料の使用、修正、複製のリリース、実演、表示または開示

は、本使用許諾契約の条項に従ってのみ行われるものとします。

弊社製品に関して、当資料で明示的に禁止、あるいは否定されていない利用形態およびシステム

構成などについて、これを包括的かつ暗黙的に保証するものではありません。また、弊社製品が稼

動するシステムの整合性や処理性能に関しても、これを暗黙的に保証するものではありません。

これらの保証がない状況で、弊社製品の導入、稼動、展開した結果として直接的、あるいは間接的

に発生した損害等についてこれが補償されることはありません。製品の導入、稼動、展開にあたって

は、お客様の利用目的に合致することを事前に十分に検証および確認いただく前提で、計画およ

び準備をお願いします。



Symantec Corporation
350 Ellis Street
Mountain View, CA 94043

http://www.symantec.com

http://www.symantec.com


第 1 章 概要 ......................................................................................... 6

NetBackup アプライアンスに対してサポートされているデータ転送方
法 ......................................................................................... 6

NetBackup 52xx アプライアンスに対するファイバーチャネルポートの構成
オプションについて .................................................................... 8

NetBackup 5330 アプライアンス用にサポートされている PCIe カードとファ
イバーチャネルオプション ........................................................... 17

NetBackup Appliance でのテープへのバックアップのサポートについ
て ........................................................................................ 24

第 2 章 SAN クライアントとファイバートランスポートのサポー
ト ........................................................................................ 25

NetBackup の SAN クライアントおよびファイバートランスポートについ
て ........................................................................................ 25

SAN クライアントのライセンスキーについて ........................................... 27
ファイバートランスポート用の SAN のゾーン化について ............................ 27
［設定 (Settings)］>［ネットワーク (Network)］>［ファイバートランスポート

(Fibre Transport)］ ................................................................... 30
ファイバートランスポートの設定の変更 ........................................... 32
複数の SAN クライアント FC イニシエータポートからデータストリーム

を受信するために NetBackup Appliance の FT ターゲットポー
トを変更するガイドライン ...................................................... 34

NetBackup Appliance のファイバートランスポートパスについて .................. 35
アプライアンス HBA WWPN を特定する方法 ........................................ 40
異なるドメインにある 2 台の NetBackup 52xx または 5330 アプライアンス

を MSDP レプリケーション用に構成する方法 ................................... 41
ファイバーチャネルを使って NetBackup 52xx または 5330 アプライアン

スから NetBackup 50xx アプライアンスに直接バックアップを作成す
る設定 .................................................................................. 42

第 3 章 VMware のサポート ............................................................. 45

VMware バックアップホストとして使う NetBackup Appliance につい
て ........................................................................................ 45
バックアップホストとして使うアプライアンス: コンポーネントの概要 .......... 46

目次



VMware バックアップホストとしての NetBackup アプライアンスに関
する注意事項 ................................................................... 46

SAN トランスポートを使用した VMware バックアップのためのアプライアン
スの動的なマルチパス機能について ............................................. 47

索引 ...................................................................................................................... 49

5目次



概要

この章では以下の項目について説明しています。

■ NetBackup アプライアンスに対してサポートされているデータ転送方法

■ NetBackup 52xx アプライアンスに対するファイバーチャネルポートの構成オプショ
ンについて

■ NetBackup 5330 アプライアンス用にサポートされている PCIe カードとファイバー
チャネルオプション

■ NetBackup Appliance でのテープへのバックアップのサポートについて

NetBackup アプライアンスに対してサポートされている
データ転送方法

表 1-1は、NetBackup アプライアンス間でサポートされているデータ転送方法について
説明します。具体的には、NetBackup 重複排除アプライアンスモデル 5020 または 5030
と NetBackup アプライアンスモデル 5220、5230、5330 が対象です。 この情報には、
サポートされる方法がファイバーチャネル（FC）または TCP/IP を使用するかどうかが含
まれます。

表 1-1 NetBackup アプライアンスに対してサポートされているデータ転送方
法

操作ターゲットソーススト
レージ
(Source

方法番号

最適化複製（下記の表の注意を参照して

ください。）

5020/503052xx/5330FC1

自動イメージレプリケーション。（下記の表

の注意を参照してください。）

5020/503052xx/5330FC2

1



操作ターゲットソーススト
レージ
(Source

方法番号

最適化複製5020/50305020/5030FC3

自動イメージレプリケーション。5020/50305020/5030FC4

メディアサーバーの重複排除52xx/5330SAN クライア
ント

FC5

最適化複製52xx/533052xx/5330TCP/IP6

自動イメージレプリケーション。52xx/533052xx/5330TCP/IP7

最適化複製5020/503052xx/5330TCP/IP8

自動イメージレプリケーション。5020/503052xx/5330TCP/IP9

最適化複製5020/50305020/5030TCP/IP10

自動イメージレプリケーション。5020/50305020/5030TCP/IP11

メモ: 重複排除操作のために、5220、5230、5330 のアプライアンスでは、5020 と 5030
のアプライアンスと直接通信するために FC 接続を使うこともできます。 詳しくは、次のト
ピックを参照してください。

p.42 の 「ファイバーチャネルを使って NetBackup 52xx または 5330 アプライアンスか
ら NetBackup 50xx アプライアンスに直接バックアップを作成する設定」 を参照してくだ
さい。

表 1-2は、NetBackup 重複排除および NetBackup アプライアンスに対してサポートさ
れていないデータ転送方法を説明します。

表 1-2 NetBackup アプライアンスに対してサポートされていないデータ転送
方法

操作ターゲットソーススト
レージ
(Source

方法番号

最適化複製52xx/533052xx/5330FC1

自動イメージレプリケーション。52xx/533052xx/5330FC2

最適化複製52xx/53305020/5030FC3

自動イメージレプリケーション。52xx/53305020/5030FC4
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操作ターゲットソーススト
レージ
(Source

方法番号

クライアントの重複排除5020/5030SAN クライア
ント

FC5

最適化複製52xx/53305020/5030TCP/IP6

自動イメージレプリケーション。52xx/53305020/5030TCP/IP7

NetBackup 52xx アプライアンスに対するファイバーチャ
ネルポートの構成オプションについて

NetBackup 52xx アプライアンスは、ファイバーチャネル (FC) の使用をサポートし、次に
挙げる機能があります。

■ SAN クライアント
この機能は NetBackup クライアントの高速バックアップと復元を提供します。SAN ク
ライアントは特別な NetBackup クライアントです。LAN ではなく SAN 接続で大量
データを迅速にバックアップすることができます。バックアップと復元のトラフィックは

FC で起き、NetBackup のサーバーとクライアントの管理トラフィックは LAN で起きま
す。

NetBackup 5220 または 5230 を SAN クライアントの機能と連動するように構成する
方法についての情報は、次のトピックを参照してください。

p.35 の 「NetBackup Appliance のファイバートランスポートパスについて」 を参照し
てください。

p.40 の 「アプライアンス HBA WWPN を特定する方法」 を参照してください。

■ NetBackup 5020 または 5030 への最適化複製
最適化複製では、バックアップイメージを NetBackup 5220 アプライアンスまたは
5230 アプライアンス (ソース) から NetBackup 5020 アプライアンスまたは 5030 ア
プライアンス (宛先) にコピーします。
ソースと宛先は、同じ NetBackup マスターサーバーを使う必要があります。最適化
複製の操作は、重複排除された一意のデータセグメントだけが転送されるため、通常

の複製より効率的です。最適化複製は、ネットワーク上のデータの伝送量を減らし、

バックアップイメージをオフサイトにコピーしてディザスタリカバリに備えるための優れ

た方法です。

NetBackup 5020 または 5030 の重複排除アプライアンスに対して最適化複製が行
われるように NetBackup 5220 または 5230 を構成する方法についての情報は、次
のトピックを参照してください。

p.35 の 「NetBackup Appliance のファイバートランスポートパスについて」 を参照し
てください。
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p.40 の 「アプライアンス HBA WWPN を特定する方法」 を参照してください。
NetBackup 5020 アプライアンスと 5030 アプライアンスに関する完全な詳細は、
『Symantec NetBackup 重複排除アプライアンスソフトウェア管理者ガイド』を参照し
てください。

■ NetBackup for VMware
この機能は、VMware ESX サーバーで実行される VMware 仮想マシンのバックアッ
プと復元を行います。NetBackup for VMware は、VMware vStorage の API を活
用してデータ保護を行います。バックアップ処理は、ESX サーバーから VMware バッ
クアップホストに移行されます。

NetBackup 52xx アプライアンスでソフトウェアのバージョンが 2.5 以降であれば、ア
プライアンスを VMware のバックアップホストとして使うことができます。それ以前の
バージョンでは、ホストとして別個の Windows システムが必要でした。
NetBackup 5220 または 5230 を VMware のバックアップホストとして構成する方法
についての情報は、次のトピックを参照してください。

p.45 の 「VMware バックアップホストとして使う NetBackup Appliance について」 を
参照してください。

p.46 の 「VMware バックアップホストとしての NetBackup アプライアンスに関する注
意事項」 を参照してください。
NetBackup for VMware についての完全な詳細と、VMware ポリシーの設定方法に
ついては、『Symantec NetBackup for VMware 管理者ガイド』を参照してください。

■ テープ出力

NetBackup Appliance は、テープへのバックアップをサポートします。バックアップを
FC で 1 つまたは複数のテープライブラリに接続することができます。TLD テープス
トレージデバイスへの接続は、FC の HBA (Host Bus Adapter) で行います。
テープでのバックアップを行うように NetBackup 5220 または 5230 を構成する方法
についての情報は、次のトピックを参照してください。

p.24 の 「NetBackup Appliance でのテープへのバックアップのサポートについて」
を参照してください。

図 1-1では、サポートされている FC HBA スロットの場所と、挿入された FC HBA カード
のポートの順序について説明します。

NetBackup 5220 では、スロット 2 から 4 までが FC をサポートします。NetBackup 5230
では、スロット 2 から 6 までが FC をサポートします。
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図 1-1 NetBackup 5220 と 5230 の FC HBA スロットとポート

F

スロット 2 (FC HBA)
スロット 3 (FC HBA)

スロット 4 (FC HBA)

スロット 2 のポート順 スロット 3 と 4 のポート順

ポート 1 (左) ポート 2 (右) ポート 2 (左) ポート 1 (右)

NetBackup 5220

NetBackup 5230

スロット 2 (FC HBA)

スロット 3 (FC HBA)

スロット 4 (FC HBA)
スロット 5 (FC HBA)

スロット 6 (FC HBA)

スロット 3 と 4 のポート順

ポート 2 (左) ポート 1 (右)

次に、サポートされている NetBackup 5220 と 5230 の FC オプションについて概説しま
す。5220 と 5230 のスロット位置と、各オプションでの必須ポート構成も説明されていま
す。
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表 1-3 サポートされている NetBackup 5220 と 5230 の FC オプションの概
略

サポートされているオプションと必須ポートの構成FC HBA スロット

スロット 2 (5220 と
5230)
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